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2026年4月8日

住友商事株式会社

コミュニケーションサービスグループ

次世代通信SBU（Strategic Business Unit）

インフラシェアリング事業の取組みと

通信基盤整備における活用可能性について

自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会
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はじめに

• 弊社では、総合商社として自動運転の社会実装に向け自動運転バス実証などに取り組み、また、

事業会社であるSharing Design株式会社を通じ、主に通信事業者様向けに、

通信インフラの効率的な整備・高度化を目的としたインフラシェアリング事業も推進しております。

• 自動運転の普及に向けては、V2N／V2XなどのITS通信基盤整備が重要となる一方、

一般道・高速道路等におけるITS通信基盤整備については、設置主体の在り方、コスト負担、ビジネスモデル等が課題

であり、先日の「自動運転時代の”次世代のITS通信”研究会（第3期第8回）」においても、同様の論点が

挙げられていたと伺っております。

• こうした課題への対応として、通信事業者各社様、道路管理者様、自動車メーカー様等による

個別整備ではなく、インフラシェアリングによる通信基盤整備も1つの可能性ではないかと考えています。

• 本日は、インフラシェアリングの仕組みについてご説明するとともに、ITS通信基盤整備における活用可能性についてご紹介

させていただきます。
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住友商事 ご紹介
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◼ 10のグループと国内外組織が緊密に連携し、様々な産業分野でビジネスを展開
◼ 様々な機能を戦略的に統合することで、変化を先取りし、既存の枠組みを超えて新たな価値を創造

10グループ/組織 多様なグループ会社(国内例) グローバルネットワーク

事 業 所 数

508社

66

連 結 対 象 会 社 数

カ国・
地域

125拠点

63カ国・
地域

株式会社グレープ・ワン

自動車

鉄鋼

輸送機・建機

都市総合開発

コミュニケーションサービス

ライフスタイル

資源

化学品・エレクトロニクス・農業

エネルギートランスフォーメーション

住友商事について
住友商事 ご紹介

（2025年9月30日現在）

＊事業所の所在地にマークしています。

デジタル・AI

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fwww.grapeone.co.jp%2Fimg%2Fcommon%2Fh_logo.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fwww.grapeone.co.jp%2Fcompany%2F&tbnid=snsj-x7NHtOQnM&vet=12ahUKEwit3PyyiIz4AhVGdJQKHQKRDPAQMygAegQIARAd..i&docid=nmT8Nc4hymtnGM&w=120&h=135&q=%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%AF%E3%83%B3%20%E3%83%AD%E3%82%B4&ved=2ahUKEwit3PyyiIz4AhVGdJQKHQKRDPAQMygAegQIARAd
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コミュニケーションサービスグループ 組織図

住友商事 ご紹介

鉄鋼

スマートプラットフォームSBU

次世代通信SBU

メディアSBU

新事業投資SBU

コミュニケーションサービス

自動車

輸送機・建機

都市総合開発

ライフスタイル

資源

化学品・エレクトロニクス
・農業

エネルギートランス
フォーメーション

デジタル・AI
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次世代通信 SBUの取組 －インフラ整備とソリューション実装の両輪ー
住友商事 ご紹介

◼ インフラシェアリングを中核に、通信インフラの高度化と産業DXソリューションの現場実装を推進し、社会・都市インフラの進化に貢献

◼ お客様の現場課題を起点に、無線通信インフラと各種ソリューションを最適に組成・提供

無
線
通
信
イ
ン
フ
ラ 弊社80%出資

通信事業者各社様

全国4G・5G 通信インフラシェアリング（屋内・屋外） ローカル5G Wifi

空港鉄道 自治体・市庁舎 テーマパーク 商業施設
産
業

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

本日の主要トピック

電鉄34社と連携した

沿線保守AIソリューション

19空港と連携した

滑走路点検AIソリューション

都内公園10か所等への

高機能スマートポール

大規模テーマパークと連携した

自動運転バスソリューション

通信インフラを起点とした

DXソリューション

物流等、他領域へ

展開中

DX

※写真はすべてイメージです。
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通信インフラシェアリング事業取組のご紹介
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通信インフラシェアリングとは
通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

◼ 異なる通信事業者が通信設備を共用することで、コスト削減や効率的なネットワーク構築を実現する仕組み

通信事業者A 通信事業者B

通信事業者C

基地局シェアリング事業者

通信事業者ABCDの
共通エリア

同じエリア内・建物内でも
各通信事業者事業者が個別に基地局を設置

シェアリングによる設備共用

Point 1つの基地局（アンテナ等）で
複数通信事業者の通信エリア構築可能

個社設置 インフラシェアリング設置

通信事業者D
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設置イメージ

通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

屋内対策：アンテナシェアリング屋外対策：サイトシェアリング

共用アンテナ

共用装置

◼ 空中線・基地局装置等の電気通信設備
（Distributed Antenna System (DAS) 等）による屋内対策

■土地・建物・鉄塔等の工作物(スマートポール等)に
よる屋外対策

無線機

各通信事業者設備へ

SDIは

ポールのみ提供

同軸ケーブル

実際のイメージ

各通信事業者設備へ

無線機
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インフラシェアリングのビジネスモデルと導入メリット

通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

インフラシェアリング事業モデル（イメージ）

単独設置

費用の按分負担により、
単独設置より安価でインフラ整備可能

POINT

減価償却費

監視用
回線料

賃借料

電気代

保守費

電力会社

回線事業者

施設オーナー

機器・工事

保守・監視

収入 費用

サービス
原価

通信
事業者

A 通信
事業者

A

通信
事業者

C

通信
事業者

B

通信
事業者

A

通信
事業者

D

通信
事業者

C

通信
事業者

B

利益

減額

4社参画 ３社参画

減額

利益

インフラシェアリング導入メリット

シェアリング
活用

個別

施設オーナー
メリット

◼通信関連の窓口一本化による基地局設置・運用負荷軽減

◼配線・アンテナを共用することで省スペース化の実現

ユーザー
メリット

◼混雑した場所でも安定した通信の利用が可能

携帯事業者
メリット

◼単独設置より低コストで設備投資・運用が可能



© 2026 Sumitomo Corporation 1212

Sharing Design｜会社概要
通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

会社概要

会社名 Sharing Design株式会社（SDI）

設立年月 2021年2月

株主構成 住友商事株式会社 80% 東急株式会社 20%

代表 代表取締役社長 氏本 祐介

事業内容 4G/5Gを中心としたインフラシェアリングの提供（電気通信事業）

設立背景

・ 2020年の商用5Gサービス開始を契機とした、日本のインフラシェアリングニーズの高まり
・ 「国内外で通信事業を展開する住友商事」と、「鉄道・街づくり事業を展開する東急」の知見・事業基盤の融合

・CATV事業
・通信事業 etc

・CATV事業
・鉄道/街づくり事業 etc

◼ 住友商事・東急によるJVで、5Gを中心としたインフラシェアリングサービスを提供
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Sharing Design｜導入事例 概要
通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

複合施設 駅・地下街

空港

仙台国際空港

アリーナ

ホテル

◼ 不特定多数の人が集まる施設（商業施設、鉄道駅、空港等）中心に屋内外700拠点超に導入

◼ 4G・5Gのシェアリング導入により、通信環境を構築・改善し、施設価値向上に貢献

テラススクエア

WATERRAS大手町プレイス

ステーションヒル枚方 渋谷スクランブルスクエア あなぶきアリーナ香川

大阪メトロ 夢洲駅大阪メトロ 心斎橋駅

西鉄 天神駅 東急 二子玉川駅

東急 横浜駅 しぶちか

MUWA NISEKO

etc.

豊洲セイルパーク



© 2026 Sumitomo Corporation 1414

Sharing Design｜大阪・関西万博会場での全面整備
通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

屋外基地局 事例 屋内基地局 事例会場

◼ 国内最大規模の基地局シェアリング案件

◼ 全通信事業者様から委託を受け、4G・5Gの全周波数帯のケーブル線を集約する共用装置の開発・利活用
（※28GHz帯はサイトシェアリング方式）

◼ 会場内完全キャッシュレス決済（来場者数：10～15万人/日 会場規模：155ha）に対応する大規模通信設備の構築
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Sharing Design｜スマートポール導入事例
通信インフラシェアリング事業取組のご紹介

出典：東京都港区 HPより抜粋出典：東京都におけるスマートポールの取組資料から抜粋

◼ 都内自治体様を中心に、多機能型スマートポールの設置・運営中

◼ Wi-Fi、AIカメラ、照明（ライト）、デジタルサイネージ等の利用可

◼ 平時のみならず昨今の自然災害等の有事を想定した利用シーンもカバーする機能有
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自動運転 ITS通信基盤整備における

インフラシェアリングの活用可能性
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ITS通信に関する主な課題と解決の方向性 (抜粋：自動動運転時代の“次世代のITS通信”研究会） 

自動運転 ITS通信基盤整備におけるインフラシェアリングの活用可能性

株式会社ティアフォー様 資料抜粋

株式会社マクニカ様 資料抜粋

NTT株式会社様 資料抜粋

総務省様 論点整理（案）抜粋

ITS通信基盤の持続可能な整備モデルとして、設備共用・マルチユース化によるコスト低減が可能な

インフラシェアリングモデルの検討が必要ではないか。

通信に関する課題（過去研究会資料抜粋） 課題解決に向けた方向性（過去研究会資料抜粋）
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自動運転 ITS通信基盤整備におけるインフラシェアリングの活用可能性

構成員限り
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自動運転 ITS通信基盤整備におけるインフラシェアリングの活用可能性

構成員限り
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自動運転 ITS通信基盤整備におけるインフラシェアリングの活用可能性

構成員限り
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まとめ
自動運転 ITS通信基盤整備におけるインフラシェアリングの活用可能性

• 本日ご紹介した通り、ITS通信基盤整備における諸課題に対し、インフラシェアリングは一つの有効な選択肢となり

得るのではないかと考えております。

• 今後は、整備主体、コスト負担、ビジネスモデルの在り方等と併せ、今後の論点として検討を深めていくことが

重要と考えております。
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ご清聴ありがとうございました。
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